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第6表　　プラウ耕にょる施肥法と生育収量

施　 肥　 法

草　　　　 丈　 （e椚） 茎　　　　 数　 （本 ′珠 ）
玄 米 収 量

（晦 ′1 0 8 ）6 月 5　0 日
1　 7 月 2 1 日

‘月 5 0 日 7 月 2 1 日

砕 土 時タ£　 深 追％ 4 8 5 7 5．9 1 4 5 2 2．9 d d 鼠7

耕 起 前％ ， 探 追％ 4 5，8 占え7 1 4 5 2 t 2 ‘4 2．5

（昭和40年調べ）

以上のことから，ホイルトラクターによる耕起では，

従来の耕うん機で耕起するよりも収量が多くなる傾向

にあることを認めた。

また，ホイルトラクターによる耕法の比較では，プ

ラウ桝がロータリー桝よりも多収であった。なお，プ

ラウ耕の場合の施肥法は，追肥を行なう場合には砕土

時に元肥を散布すれば好結果が期待できる。全量を基

肥として施用する場合には，耕起前と砕土時に分施す

る必要がある。砕土時の施肥は活着と初期の生育を促

進するためのものである。

ロータリー餅とプラウ耕の収量を年次比較すると，

年を経るに従って収量差が少なくなるように予測さ

れる。それは今日の一般的な栽培は堆肥その他の有機

物の施用が少なく，プラウ本来の反転，すき込み性能

を活用しないためと考える。

粗の貯蔵乾燥について

高橋　英一・三浦　貞幸・伊藤　俊一

（秋　田　県飽．武）

1．ま　え　が　き

収僚作業の機械化に伴って，生籾からの取散いが多

くなり，この取扱い方法は一時的貯留段階から乾燥技

術，さらには貯蔵方法にまで広く問題を提起している。

そこで各種の含水率の籾を安全に一定期間貯留し，あ

るいは貯蔵しながら乾燥する方法として，通気貯蔵ま

たは貯蔵乾燥という方法が考えられる。

本試験ではこのような方法が秋季多湿下にある本県

のような条件で可能かどうか，含水率に応じて必要な

通風量はどれくらいかを求めるため，含水率，品質の

変化などを昭和41年から45年までの5カ年問にわ

たり調査した。ここにその概要を報告する。

2．試　験　方　法

1．試験装置　試験装置は次の構造を有する。

容　　器　内　　　径

高　　　さ

側壁鉄板厚

断　熱　材

底部材料

標本採取口

送風　部　送風敵機類

送　風管路

風量測定法

加熱　部　方　　　法

280mm

900Ⅷ爪～2，700mm

1．0m

使用せず

有孔鉄板

200mm間隔

タ　ーボプロ7－

27°　m

オリ7ィス・開口比821

1kwニクロム線減圧調整

設置場所　底部曲管部

2．試験区構成および粂件

第1蓑のとおりである。
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如1表　　試験区耗成と粂件

番

号
試 験 期 間 始 めの含 水 率

籾 1 0 0 KP 当 り

送　 風　 量
堆　　 積　　 高 堆　　 栖　　 重

1

年．月．日． 痴 ガ ′β em 晦

4 1　 9．2　7 2 9．2 n O I D 8 5 5 0

2
l

2 5．4 0．0 0 5 1 7 5 d O

5 2 1．8 0．0 0 1 1 °5 ‘0

4

5

4 1．1 0．1 4 1 7．5 0．0 0 0 4 5 4 8 1 2 0

4 1．1 m 1 5

i

4 1．1 2． 2

2 8．0 n　O O d 8 1 5 0

d 2 °．0 n　D O 8 8 0 5 0

7 2 1．5 n　O O 4 1 d B d O

8 1 9．0 n O O l 1 °5 ‘0

9 1 5．7 　　 0．0 0 0 4

加 温 ＋ 8 ℃ n D 8 5

5 2 2 1 2 0

1 0 4 2． 鼠 8

4 2．1 0． 2

2 8．1 1 °5 ‘0

1 1 2 占．1 8 0 0 5 1 °5 ‘0

1 2 2 1．8 n O O 5 1 d l ‘0

1 5 2 °．1 n　D l O 8 2 5 0

1 4

1 5

2 t ‘ 　　 n O O l

加 温 ＋ 8 ℃ n o D 5

2 °0 1 0 0

4 2．1 n 5

4 2．1 0．2 °

1 9．° 1 7 1 ‘0

1 ° 1 9．° n O D 5 1 7 5 ‘0

1 7 1 鼠　d n O l O 8 7 5 0

1 8 1 9．6 n O O l 2 8 2 1 0 0

1 9 4 5． 鼠 2 8

4 5．1 2．°7

1 °．0 － 8 5 5 0

2 0 2 5．0 n　O l O 8 5 5 0

2 1 2 2．6 n O O 5 8 ° 5 0

2 2 2 0．4 n　O O 5 1 7 0 1 0 0

2 5 1 8．7 n O D l 5 4 0 1 2 0

5．試　験　結　果

1．乾燥の経過

諷査結果を第2蓑に示したが，乾燥は送入される空

気の乾燥能力と送風量によって異なり，単位籾歪当り

の送風鮭の多い場合に平均含水率の低下が早く，少な

い場合におそい倣向にあった。また唯揖籾の上下層間

の含水率の差は送風量の少ないもの，唯栢高さの高い

方が大きかった。その例を第1．2回に示した。

また，常温通風区と常温＋8℃加温区では，加温区

の方が乾滅速度は早いが上下層間の含水率の差は大き

かった。平均含水率で貯蔵上一応安全とみられる14

射こ到達した時に，乾減速度のおそい個所でもほぼ貯

故に安全な含水率に適したものもあれば，送風墓の少

ない区では平均含水率で14多に達しなかった。

2．品　　質

乾燥経過は前述のとおりであったが，投入時の含水

率が高い場合には変質粒の発生が見られた。含水率，

送風量と変質の関係は第5回に示したように双曲線的

な関係が見られる。変質した区では容器投入後1週間

以内に変質の発生するものが多く，送風側（下層）よ

りも排気側上部に発生した。発生の程度は彪t5は検

査洗米混入による等外，その他の区は4等に該当し，

自然乾燥による対象籾が5等であったことから1等級

程度の品質低下であった。しかし，変質の見られなか

った区では，対象籾と同等で品質低下は見られなかっ

た。

籾中に混入してい竜日掛梓粒の変質は籾より血塵に変

質し，籾の変質しない区でも光沢が劣り正常粒は少な

かった。
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第2表　　調　査　成　績

番

号

平 均 含 水 率 1 4 痴 倒 達 時 送　　 風　　 終　　 了　　 時 変　　　　 質

到 達 時 間
最　 高

含 水 率

最　 低

含 水 率
送 風 時 間

平　 均

含 水 率

最　 高

含 水 率

最　 低

含 水 率
発 生 日

変 ：質 の

層 位

上 部 か ら ）

程 度

1

H r 痴 葬 H r 停 　 多

1 2 ．0

多 日 日 e m

△2 0 1 1 ヱ 8 1 t 4 5 9 ° 1 t d 1 1 5 4 5 0

2 1 9 7 1 9．4 1 1．0 5 9 8 1 1．6 1 1．5 1 1．0 4 9 0 △

5 － － －
5 9 ° 1 4 5 1 8．5 1 1．5 1 0 1 1 0 △

4 ■■● － － 5 9 ° 1 5 ．0 1 え5 1 1．5 4 1 △

5 4 d 4 1 4 7 1 5．5 t 1 4 7 1 5．° 1 4．0 1 5 ．5 5 8 1 ×

d 4 1 占 1 4 4 1 5．° 1 1 4 7 1 5．8 1 4．0 1 5．5 5 8 0

1 0

△

7 5 d 8 1 5．8 1 5．d t 1 2 ° 1 5．° 1 4 0 1 2．5 － ○

8 ‘9 2 1 Z d 1 2．5 1 1 2 8 1 4．5 1 5 ．0 1 4 0 4 8 △

9 ・－ － ■－ t 1 2 6 1 4 9 1 6．0 1 4 0 4 8 1 0 △

1 D 2 2 2 1 占．8 1 1．8 5 7 7 8 1 1 0．2 ‘．5 1 1 0 △

1 1 5 2 1 1 5．5 1 5 ．8 5 7 7 1 0．5 1 0．9 鼠 5 1 5 0 △

1 2 5 8 7 1 4 8 1 5 ．1 5 7 7 鼠 8 1 1．0 鼠 0 ○

1 5 4 0 9 1 4 4 1 5．8 5 7 7 1 0．8 1 t d 鼠 9 △

1 4 5 0 2 1 °．5 1 2 ．0 5 7 7 1 5 ．2 1 5．0 1 1．9 ○

1 5 5 ° 1 スd 鼠4 5 0 5 1 1．5 1 2．5 1 m l ○

1 8 1 5 0 1 ヱ 2 1 2 ．7 5 0 5 1 5 ．4 1 4 5 1 2 ．8 ○

1 7 1 0 1 1 5．4 1 2．9 5 0 5 1 5．4 1 4 0 1 1．8 ○

1 8 － －－ － 5 0 5 1 5．9 1 乳 4 1 5 ．5 ○

1 9 4 5 2 1 4．7 1 2．5 2 ．4 1 5 1 4 2 1 4 5 1 5．0 ○

2 0 2 8 8 1 8．5 1 2．7 乙5 8 9 1 1．5 1 2．0 1 t O ○

2 1 4 0 8 1 6．5 1 2．4 2．5 8 9 1 t 5 1 2 ．5 1 1．0 ○

2 2 4 5 2 1 占．0 1 2．2 乙 4 1 5 1 2 ．4 1 5 ．5 1 1．4 ○

2 5 4 5 2 1 5 ．0 1 2．4 2 ．4 1 5 1 2．4 1 5 ．2 1 2 ．D ○

注．変　　　質

空10

○最下層1
△　　　3

▲　　　5

□　　　　7

・最上層9

●平　均　　含

10．5　　　10 15　　　　20　　　　25

経　過　月　日

第1図　　乾燥経過

（風量noo5㌦′118Kダ　SeC）

20

10．5　　　10　　　15　　　20　　　25

経　過　月　日

第2園　　乾燥経過

（風量牒01〝㌔′100Kg BeC）
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第5図　　含水率，風量と変質

4．考　　　　　察

以上から変質を生じさせないで一定期間貯蔵するに

は，含水率に応じた送風屋が必要であり，この際堆審

高が高くなれば，上下闇間の乾減速度の違いから上層

に乾燥がおそく，それだけ変質の危険期間は長くなる

ことになる。

変質の発生は樹脂袋等に入れて放置した場合は，8

時間日ごろから変質粒が見られ，24時間を過ぎると

きわめて多くなることは筆者等の試験結果からも明ら

かである。それに比べると通風したことによって数日

の貯留期間を長くしうる効果は認められるが，長期に

わたって貯蔵するには相当多量の通風を必要とし，こ

の農は第5回から推定すると籾180鞄当り含水率28

舘ではおよそnl扉／白，24帝では8007，才′8，

22頭ではnOOl′ガ′S．1桶ではnOOOd〝㌔／日以

上の風量が必要であるとみられる。

自脱型コンバインの地域適応性について

大内誠一・膏足文男・岩淵竜夫・遠山勝雄・菅原信義

（宮　城　県　農　試）

1．ま　え　が　き

当面の収軽作業を機械化推進するものとして，自脱

型コンバインが開発され，最近急速に普及する傾向が

見られるが，実際の営農に使用される状態においての

作業能率と，地域のほ場条件や作物条件に対する適応

性が確認されていなかったので，これらについて調査

を行なった結果の一部を報告する。

2．試　験　方　法

1．供試機叔

サト一式　　H－50　　　　2粂刈り

三　菱　式　　MC－751　2粂刈り

クボタ式　　HT－125　　5粂刈り

ヰセキ式　　Hl）－50　　　2粂刈り

2．試験場所

宮城県仙台市長喜城字屋敷

庄司喜作，大泉権一氏は場

5．試験知日

昭和45年9月24日～10月2日

4　試験条件

第1表に示すとおりである。

川　は場粂件

この地域はほ場が未整理状態となっているため，一

箪ごとの区画が比較的小さく，長辺と短辺の関係も機

械での収穫作業には必ずしも適した形状とはいえなか

った。

しかしながら，その他のほ場条件についてはほとん

ど問題がなく，機械作業を阻害する要因は認められな

かった。

（2）作物条件

作物条件としては本県の代表品種であるササニシキ

を選定供試した。

刈取り時期は適期の9月25日を中心に実験調査を

実施したが，天候の関係でヰセキ式コンバインが適期

を1週間ほど経過した。

作物全長は90ぐ郡前後で各区とも大差がなく，刈取

りのおそかったヰセキ区の穂先地上高は55emで地区


